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 当院の新型コロナワクチン接種について

　当院では、兵庫県内の医療従事者に対して4月から5月の間
に約1000名の接種を実施しています。
　6月からは高齢者の接種を開始しています。診察とは別に接
種会場を設置し、積極的な接種を進めています。詳しくはホー
ムページに掲載しておりますのでご覧ください。
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 　令和３年４月１日、新入職員３７名の入職式が行わ
れました。新型コロナウイルスの影響で入職式さえ行
うことのできない会社等がある中、入職式会場として
快くお引き受け頂いたホテル日航姫路様と協議を重
ね、参加者の座席の距離や換気、マスクの着用、参加
者を最低限の人数とするなど、様々な感染防御対策を
行いました。

 まず、当院理事長である東から挨拶の冒頭で、「新し
い仲間を迎えることができて大変うれしく思います。
皆さんにはこの病院で十分にパフォーマンスできるよ
う、また自己研鑽していただけるようサポートしてい
きます」とお話がありました。
 また新型コロナウイルスについて以下のように仰って
ました。
「新型コロナウイルスの影響は私たちの生活や経済活
動に大変大きな影響を及ぼしています。自院でも昨年
12月にクラスター化しました。この事態は病院にとっ
て大きな試練となりましたが、職員一丸となって収束
することができました。しかし日常におけるマスク着
用や密を避ける行動など生活習慣は常に心掛けてもら
いたいです。コロナのために診療が萎えるということ
がないようにしていただき、皆さんからいただいたパ
ワーで診療を盛り上げ、是非地域医療に貢献していた
だきたく思います。」

＜ 入 職 式 ＞

  式は理事長挨拶、管理職紹介、辞令交付と続き、
新入職員を代表して中田竣さんの決意表明と進み
ました。「本日は私たち新入職員のために入職式
を開いてくださり、心より感謝いたします」「社
会の複雑な環境変化とともに医療環境も大きな変
化し、さらにコロナ禍で大変な状況下で健康管理
はもちろん感染防御に心を配りながら診療されて
いる諸先輩方に心引き締まる思いです。今日から
この道を志した希望や期待を失うことなく立ち向
かう思いを新たにしております。」と決意を新た
に表明しました。
 
 新入職員たちは、入職式の後に感染防御対策・医
療安全管理・接遇・病院長講話・社会人としての
ルールや就業規則などのオリエンテーションに臨
みました。新入職員はこれから様々な研修を経
て、現場へと巣立っていきます。初めての成功体
験をつかむのは自分自身の力。若さと希望に満ち
た彼ら・彼女らを病院でサポートしていきたいと
思います。



　                ＜　新規放射線機器の紹介　＞

　　放射線科では、新しく骨密度測定装置とX線TV装置を設置しました
　

　                    ＜ 救急処置室の改装 ＞

　当院の救急処置室を令和3年4月にリニューアルしました。
救急搬送症例が年々増加する中、「より機能的で使い勝手が良い」救急処置室へのリニ
ューアル工事を施工しました。

★　骨密度測定装置

　当院では、信頼性が高く、世界中で活躍
する米国ホロジック社の骨密度測定装置
Horizon を導入。
　骨粗鬆症の検査が簡単・安心・高精度に
行えるようになりました。　
　

★　X線TV装置　

　当院では、最新型のフラットパネル検出器
（FPD）を搭載したデジタルX線テレビシステム
を導入いたしました。
　撮影後すぐに鮮明な画像が得られ、より正確
な診断と検査時間の短縮に貢献します。

　



　担当領域は消化器外科ですが、特に肝臓外科に力を入れて取り組んでいます。
外科治療の対象となる肝疾患は腫瘍性疾患、特に肝臓癌が中心となります。肝臓
癌は大きく原発性と転移性に分かれますが、原発性肝癌では、最近では非アルコ
ール性脂肪肝炎（NASH）からの発症が問題となっています。NASH、つまりは、
その基盤となる非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）はメタボリックシンドロ
ームの肝臓における表現型であるため、基本的にはメタボリックシンドロームの
コントロールが重要で、その対策が急務となっています。一方転移性肝癌につい
ては近年集学的治療の一環として外科治療の適応が拡大されてきており、以前は
切除対象とならなかったものが技術の進歩のみならず、原発臓器にもよりますが
腫瘍学的側面からも肝切除術を選択肢に含めることが多くなってきています。本
年にはガイドラインも公表され、肝臓の転移巣の複数回切除に留まらず計画的二
期的切除、さらに状況によっては原発の癌を切除するよりも前に肝臓の転移巣の
切除を先行することもあり、今後ますます手術適応症例の増加が予想されます。
また他の臓器同様に肝臓に対しても低侵襲治療である鏡視下手術が全国的に普及
してきています。当院でも腹腔鏡下肝切除術を本格的に導入する方向で現在準備
を進めています。

　この度、縁あって当院での勤務となりました。「縁」を大切にして感謝の気持
ちを忘れず、また常に高度な外科治療を追求する姿勢を心に刻み良質な外科医療
を提供できるよう日々精進していきたいと考えています。

＜ 着任のご挨拶 ＞

　本年4月1日に着任しました岩谷慶照です。出身地
は神戸の新長田ですが県内内陸部の病院での勤務歴
が長かったこともあり、現在の住まいは加東市で
す。平成3年に神戸大学を卒業し、母校の第一外科
学教室（当時はナンバー診療科の時代です）に入局
しました。外科医生活も31年目を迎え、その間、大
学を含む兵庫・大阪の関連施設で勤務してきました
が、実は前任地の製鉄記念広畑病院（2018年度よ
り）が初めての姫路勤務でした。引き続き当地での
勤務ですので、ますます姫路に馴染んでいきそうで
す。
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内科・消化器科でのこれまでの経験を活かして、
地域医療に貢献していきたいと考えています。
よろしくお願いします。
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臨床の先生方に頼りにされる病理医になりたいと思います。
また、常勤の病理医がいて良かったと思っていただけるよう努めます。

脳神経外科一般・脳卒中
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日本脳神経外科学会
日本脳卒中学会
日本リハビリテーション学会
2008年以降、島根県で回復期リハビリテーション病棟に勤務してきました。
このたび、ご縁があって姫路中央病院回復期病棟に専従医として赴任しました。
医療連携の担い手として連携に関わり、地域医療に貢献したいと考えています。
よろしくお願い申し上げます。
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※ 　諸事情により、外来担当医師が変更・休診となる場合がございますので、予めご了承ください。


